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研究成果の概要（和文）：　本研究は、生徒一人一台情報端末導入のための支援環境や教材デジタル化を支えるモデル
として期待される「学習者連携による協働教育」の展開を図る教育クラウド（協働教育プラットフォーム）の開発を目
的とした。阪大野田村サテライト（岩手県）と吹田キャンパス間を衛星インターネットで接続、緊急時にも対応可能な
衛星通信と地域無線LANを連携させた教育情報ネットワークの構築および運用実験の他、国立天文台水沢キャンパス（
震災復興データセンター）の協力を得て、分散アーカイブや多地点接続、映像変換蓄積操作等の教育支援をクラウド上
で実施した。

研究成果の概要（英文）：The goal of this research was to develop an "Educational Cloud" (cooperative 
educational platform) to serve as a model to promote the development of a support infrastructure and 
digitalization of learning materials in preparation for each student being equipped with a computing 
device. The Osaka University satellite facility in Noda Village (Iwate Prefecture) and Suita Campus were 
connected via satellite Internet and with the cooperation of the National Astronomical Observatory of 
Japan Mizusawa campus (DATEC), the creation and testing of an educational network using satellite 
transmissions and connectivity to regional wireless LANs that could operate under emergency conditions 
and experiments providing educational support for the creation of a distributed archive, multi-point 
videoconferences, video conversion/archiving and other activities via the "Cloud" were carried out.

研究分野： 教育工学

キーワード： 教育工学　遠隔教育　教育クラウド
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１．研究開始当初の背景 
 研究開始当時、シンガポールや韓国の教育
情報化の進展を受け、我が国でもフューチャ
ースクール推進事業や学びのイノベーション
事業等、教育現場の情報化に関するモデル事
業が進められていた。そして、生徒一人一台
情報端末導入や教材デジタル化が急速な進展
を見せると想定されていた。 
 ところが、研究のスタート直前に発生した
東日本大震災で、学校をはじめとする教育機
関において、通信途絶等情報基盤関連分野に
問題が多発した。特に、災害発生直後の光フ
ァイバ網等通信回線の断絶や送電停止に伴う
電力不足、それに付随して携帯電話の不通等
が生起、これらは週単位の時間を要して、衛
星通信や地域無線通信等の仮設営により暫定
復活、通信途絶を起こさない教育情報基盤の
検討は緊急の課題となった。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、2020 年の生徒一人一台情報端末
導入や教材デジタル化を支えるモデルとし
て期待される「学習者連携による協働教育」
の展開を図る教育クラウド(協働教育プラッ
トフォーム)の開発を目的として計画した。
すなわち、学校間や教室と地域・家庭をつな
ぐ地域無線 LAN 学習環境の開発、映像空間を
共有する協働学習環境「超鏡」の開発改善、
ソーシャルメディアと融合した特別支援や
地域教材・カリキュラム開発および提供の仕
組み、学習時の神経科学的計測装置の開発と
客観的学習評価法の検討である。 
 しかし、研究開始直前に起きた東日本大震
災の影響を受けて、緊急事態においても学校
等の教育現場を支えることの出来る、教育ク
ラウドをはじめとする情報基盤の開発と運
用を通した改善についても、目的として加え
た。 
 
３．研究の方法 
 大阪大学野田村サテライト(岩手県)と吹
田キャンパス間を衛星インターネットと光
ファイバ網で接続、緊急時にも対応可能な衛
星通信と地域無線LANを連携させた情報通信
基盤の構築および運用実験の他、国立天文台
水沢キャンパス（震災復興データセンター）
の協力を得て、吹田キャンパス内に設置した
サーバとの分散アーカイブやタブレット等
を活用した多地点接続、映像変換蓄積操作等
をクラウド上で実現、継続的な運用を通して
課題の抽出と改善をおこなった。 
 また、特別支援に関連する個別教材など、
ネットワーク上で利用可能な教材を、ソーシ
ャルメディアなどを介して、利用者のニーズ
や希望を引き出しながら開発する方法を試
みた。さらに、共有映像空間を活用した身体
協調型協働学習環境「超鏡」を教育現場で活
用可能にするための技術開発や、近赤外分光
分析法 NIRS 等による協働学習時における神

経科学的計測環境の開発や客観的学習評価
法の検討をおこなった。 
 
４．研究成果 
（１）衛星通信と4.9GHz帯地域無線LAN（無線
局開設）や2.4GHz／5GHz帯無線LANの連携につ
いては、震災復興等の地域活動拠点となる岩
手県内・大阪大学野田村サテライトにタブレ
ット端末と衛星インターネット地球局を導入、
大阪大学吹田キャンパスの衛星インターネッ
ト地球局と連携させて、緊急時対応教育情報
基盤のモデル構築実験を継続実施した。 
（２）遠隔映像対話環境「超鏡」については、
シンガポールと奈良の中等学校や中国の大学
と大阪大学間で国際遠隔教育を実施すると共
に、理論構築および技術開発をおこなった。 
（３）特別支援教育に関しては、学習困難等
のリスク要因の分析を進めると共に、RTIモデ
ルに基づく個別介入支援の意義を明確にした。 
（４）ソーシャルメディアを活用した教師や
保護者等のニーズに対応する教材開発を実施、
ネットワーク教材における個別支援の意義を
確認した。 
（５）教授学習時の教師と学習者の協調活動
過程を神経科学の観点からNIRS等で同期計測、
数学課題等で結果を得た。 
（６）教育クラウド環境における分散アーカ
イブやセキュリティ処理等については、国立
天文台水沢キャンパス（震災復興データセン
ター）の協力を得て、多地点接続や映像変換
蓄積操作をクラウドで実施し有効性を確認し
た。 
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